
PP.. 22

  
特集　新成人との座談会
小学６年生　議会を見学
９名が町政を質す（一般質問）
特別委員会を開催
追跡リポート

特集　新成人との座談会
小学６年生　議会を見学
９名が町政を質す（一般質問）
特別委員会を開催
追跡リポート

PP.. 44

  

PP..1010
PP..2020
PP..2222

24
発行責任者／大郷町議会議長 石川良彦
編集／広報広聴常任委員会
印刷／株式会社 仙台紙工印刷

〒981-3592　宮城県黒川郡大郷町粕川字西長崎5-8
TEL022（359）5513　FAX022（359）3287
大郷町ホームページ　http://www.town.miyagi-osato.lg.jp/令和６年２月

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

№213

令和6年2月１日

定例会

町花：つつじ

定例会

12月 3月

6月9月
町花：つつじNO.213NO.213

裏表紙に関連記事があります

　
会
員
12
名
で
活
動
を
始
め
て
５
年

目
。
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
用
い
て
、

季
節
に
合
わ
せ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
お

正
月
・
ひ
な
祭
り
・
鯉
の
ぼ
り
・
干

支
な
ど
を
創
作
し
て
い
ま
す
。
作
品

は
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
物
産
館
」
で
、

展
示
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
見
本
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
作

る
こ
と
で
、
出
来
上
が
り
が
大

変
楽
し
み
で
す
。

・
月
２
回
の
集
ま
り
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

・
手
を
動
か
す
こ
と
、
ま
た
材
料

を
使
う
の
に
簡
単
な
計
算
を
す

る
の
で
、
認
知
症
予
防
対
策
に

な
り
ま
す
。

材
料
代　
　
　    

７
０
０
円

会　
費
（
月
）　
１
４
０
０
円

　
第
１
、
第
３
土
曜
日
10
時
〜
12
時

物
産
館
２
階
和
室
に
て
開
催
。

※

農
繁
期
、
雨
季
な
ど
に
は
、
日
時
・

場
所
の
変
更
が
あ
る
た
め
、
参

加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
創
作
を
通
し
て

人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
。

　
全
員
が
女
性
な
の
で
、
男
性
・
親

子
の
会
員
募
集
中
。

趣味の会「フレンズ　ママ」

指導者

千葉　　恵さん
めぐみち 　ば

指導者

（山崎） （山崎）
武田  しづ子さん
たけ だ

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

　創
作
の
魅
力
は
？

活
動
内
容

町
へ
の
要
望

今
後
の
目
標想

い
を
こ
め
て 　

夏
の
暑
さ
を
厳
し
く
感
じ

て
い
た
ら
、
一
気
に
気
温
が

下
が
り
冬
が
到
来
。

　
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
８

月
に
議
会
議
員
の
選
挙
が
執

り
行
わ
れ
た
。
定
数
２
名
減

の
12
名
体
制
と
な
り
、
８
名

の
新
議
員
が
誕
生
。
常
任
委

員
会
・
種
々
の
特
別
委
員
会
・

行
事
な
ど
に
参
加
し
、
元
気

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
さ
て
、
働
き
方
改
革
関
連

法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
ド

ラ
イ
バ―

不
足
な
ど
様
々
な

問
題
が
出
て
く
る
。
ま
た
次

の
年
に
は
、
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
行
政
の
課
題
も
多

く
な
る
。

　
議
会
は
、
与
え
ら
れ
た
役

割
を
全
う
し
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
全
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　
　
　

石
垣　
正
博

　ライブ中継と録画を動画サイト「YouTube
（ユーチューブ）」にて配信しています。
　右記のQRコードよりご覧いただけます。

午前 10時～
3月4日（月）から3月19日（火）まで

次回定例会

・
物
産
館
の
階
段
の
段
差
が
高
く
、

上
る
の
に
大
変
。
特
に
材
料
な

ど
を
運
ぶ
の
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
欲
し
い
（
現
在
使
え
な
い
）。

・
道
の
駅
駐
車
場
の
動
線
が
分
か

り
に
く
く
危
険
な
の
で
、
改
善

し
て
ほ
し
い
。

クラフトテープ創作

編
集
後
記

（
趣
味
の
会
「
フ
レ
ン
ズ

　マ
マ
」）

（
趣
味
の
会
「
フ
レ
ン
ズ

　マ
マ
」）

　
２
１
２
号
に
掲
載
し
た
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
を
訂
正
し
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
14 

　※

敬
称
略

正　
農
業
委
員
会
委
員

　
　
赤
間　
輝
行
（
長
崎
）

　
　
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
千
坂　
卓
俊

ま

あ
か

て
る
ゆ
き

さ
か

ち

た
か
と
し

お
詫
び

広報広聴常任委員会
委 員 長　　高橋　重信
副委員長　　石垣　正博
委　　員　　鎌田　暁史
　　　　　　鈴木　利博
　　　　　　赤間　則幸
　　　　　　金須　新一
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▲成人式の晴れ姿

　公務員を目指して専門学校で
学んでいる。
　令和元年の大雨では近所が
浸水する被害があった。将来は
公務員として災害に負けない町
づくりに取り組みたい。
　大郷町は自然がいっぱいで他
市町村に負けていないと思う。
高校への通学では住民バスを利
用した。土日の運行を行ってほ
しい。

　専門学校に通学している。
　将来の夢は、海外で働きたい。
コミュニケーション力を伸ばし
て、独立も考えたい。
　県道の交通量が増えている。
東成田の丁字路交差点の信号
機に右折矢印を追加してほし
い。スマホ充電のサービスが利
用できれば便利。公園を増やし
てほしい。

　医療機器を製造する仕事をし
ている。
　社会の役に立ちたい思いがあ
り、優しくて皆から慕われる
「かっこいい」大人になりたい。
　高校の部活で帰宅が遅くな
り、親に迎えに来てもらうこと
があった。夜間の運行など、住民
バスの本数を増やしてほしい。

豊
田
　那
緒
さ
ん
（
学
生
）

と
よ

た

な

お

髙
橋
　伶
歩
さ
ん
（
学
生
）

た
か
は
し

れ
い

と

児
玉
　美
翔
さ
ん
（
学
生
）

こ

だ
ま

み

と

相
澤
　流
奈
さ
ん
（
学
生
）

あ
い

ざ
わ

る

な

千
葉
　庸
佑
さ
ん
（
社
会
人
）

ち

ば

す
け

よ
う

将来の夢・・・
社会の一員として共生社会を目指していきたい。
大郷町に思うこと・・・
キャンプ場をつくってほしい。
大郷の豊かな自然を生かすことができると思う。

冨
田
　光
翔
さ
ん
（
社
会
人
）

と
み

た

ひ
か

る

※民法上では２０２２年４月１日から成年年齢が18歳に変わり
　ましたが、大郷町では20歳で成人式を行っています。

令和５年12月７日、※成人式運営委員
と「大郷町に思うこと」や「将来の夢」に
ついて座談会を行いました。

　仙台市内で仕事をしている。
　昆虫の飼育が趣味で、ネット
オークションでの販売も行った。
　将来は実店舗を開くことが夢。
　住民バスは日中の本数がもっ
とあればいいと感じている。夜
遅くに食材の買い出しに困るこ
とがあるので、大型のスーパー
があれば便利だと思う。

　建築の専門学校で学んでい
る。
　将来は就職しながら一級建築
士の資格を取りたいが難しいの
で勉強を頑張りたい。
　車を運転していると、大和町
から大郷町に入るときに街の暗
さを感じる。街灯が少ないので
改善してほしい。早朝や夜間に
歩行者の安全が気になる。

　仙台の女子大学で日本文学を
専攻している。
　中学校の教員か、外国人に日
本語を教える職に就きたい。人
とのつながりを大切にしたい。
　住民バスは夜遅い時間の運行
があればいいと思う。町民体育
館の床の傷、隙間風が気になる
ので、安全に利用できるように
整備してほしい。

大郷町をこんな町に
二十歳

仙石　開渡 さん（社会人）当日欠席
せん ごく かい と
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大郷小
６年生
大郷小
６年生
大郷小
６年生

ゆう

赤間　優 さん （６年１組）
あ お い

武田 和葵以 さん （６年１組）
しょう ま

関　翔真 さん （６年２組）
ま な

高橋  茉愛 さん （６年２組）
大郷町がよりよい町に議場は独特な雰囲気自分の住む町が身近に私の住む町を有名に

大郷小学校の
６年生61人が、
一般質問の様子を
見学しました。

大郷小学校の
６年生61人が、
一般質問の様子を
見学しました。

定例会を
傍聴
定例会を
傍聴

　ぼくが議場見学で学んだことや気
づいたことは三つあります。
　一つ目は議員さんや答える人が
しゃべるときのことです。口の近くにマイクがあり
しゃべっている人はマイクが赤く光っていました。
議長だけはずっとマイクが光っていました。
　二つ目は全員机の上に紙が置いてあることです。
質問して答えているとき、いろいろな議員さんたち
が紙に何かを書いたり、しゃべっている言葉を集中
して聞いていたりしました。
　三つ目は大郷町をよくするためにみんなで考えて
いたことです。台風19号が起きて吉田川が氾濫した
のをきっかけに、災害に強い吉田川にしたいと田中
学町長が言っていたので、実現するといいなと思い
ました。ぼくたちは今授業で大郷町のかわまちづく
りについて考えています。
　ぼくたちが考えたことと議員さんたちが話し合っ
たことが合わさって未来の大郷町がよりよい町にな
るといいなと思いました。

　初めて議会見学をして思ったこと
は、議場は、テレビで見る裁判の場所
に似ているということです。とても
独特な雰囲気がありました。議場の床は階段のよう
にだんだん高くなっていて、真ん中に女の人が二人
向き合って座っていました。何をしているのか見え
ませんでしたが、パソコンや見たことのない機械を
使っていました。
　一人の質問に対して一人が返答するというやり方
で中には厳しい質問もあって、とても緊張感があり
ドキドキしました。質問する人は決まっていて、答え
る人は二人いました。その他の議員さんは、真剣にメ
モを取ったり資料を確認していました。議場はしー
んとして静かで、メモを取るときも音を出さないよ
うに気を付けました。なので、すごく神経を使いまし
た。床がふかふかとしたカーペットになっているの
は雑音が響かないようにするためだと考えました。
　びっくりしたことは、答えを求められている人は、
質問の内容をしっかり聞いて、すぐに返答していた
ことです。私も、先生や人の話をしているのを聞いて
素早く答えを返せるように今のうちから頑張ろうと
思いました。そして、たくさん手を挙げられる中学生
になろうと思いました。

　ぼくは議場見学をして、学んだこと
や考えたことがたくさんありました。
　一つ目は、議場の雰囲気です。議員
さんたちは常に静かで、話し合いをしているときも
緊張感がありました。見ているぼくたちも音を立て
てはいけないような空気感でした。
　二つ目は、話し合いです。質問する議員さんとそれ
に答える人は、何度も話し合いを繰り返していて、そ
うして町の人のためになる政策ができているんだな
と感じました。多くの時間を使って町のためになる
考えを出しているので、すごいと思いました。特に、
人口のことや施設のセキュリティなどの話をしてい
て、とても勉強になりました。
　三つ目は、議場の中です。議場はとても広くて、た
くさんの席が並んでいました。中継するためのカメ
ラやモニターもありました。議員さんの机には、資料
が置いてあり、それを見ながら進めている様子があ
りました。ぼくたちは、傍聴席から議会の話し合いを
見ていましたが、とても見やすかったです。
　様々な役職の人が質問について説明をし、そのこ
とからも質問が出る。それが繰り返されて、町の人た
ちのためのよりよい政策がつくられているのだなと
学びました。
　今回の議会見学を通して、ぼくたち６年生は、自分
たちの住む大郷町をより身近に感じることができま
した。

　私は役場にはたまに行くけれど、
議会を見たことはなかったので、緊
張しました。いざ傍聴席に入ると想
像以上の緊張感があり、びっくりしました。質問を
する人がしっかり自分の意見を持って発言してい
たのを見て、私は自分の意見を発言することが苦手
なのですごいなと思いました。質問に対しての答え
もしっかりと納得するようなことを言っていまし
た。
　こういう話し合いを通して、私たちが住む大郷町
をもっといい町にしていこうとしているんだと感
じました。一つ一つのことに皆さんが真剣に話を聞
いたり、相づちを打ったりしているのを見て、話を
聞くときの姿勢を改めて見直すことにつながりま
した。
　議会をする部屋は、全体的に落ち着いた感じの色
で、派手な感じではないことが分かりました。話す
人はマイクを使ってはっきりと言っていてすごい
と思いました。私は緊張すると早口になってしまい
言葉に詰まることがあるので、はっきりと発言する
議員さんたちを参考にしたいと思いました。休憩
中、実際の議場にも入らせてもらいました。まさか
本当に話し合いをしている所に行けるとは思って
いなかったのでびっくりしましたがうれしかった
です。
　これからも、私たちが住む大郷町をもっと、有名
にするために、少しずつできることを頑張ってほし
いです。
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5億4769万円に増額5億4769万円に増額

物価高騰に対する生活支援物価高騰に対する生活支援

12 月定例会
補正予算
（第5号）

補正予算
（第6号）

問　予算の根拠は。
答　実勢単価で見積もりを行い、インフレ
率を考慮して１.３倍した金額である。
問　２階建てとする意味は。
答　変圧器を浸水から守るために２階に
設置する計画である。また避難タワーとし
ての位置付けもある。

防災コミュニティセンター建築工事
万円

億
1542
2

問　工事の内容は。
答　大郷中学校に設置のＦＦ式暖房機を更
新する。基盤の不具合により修繕がきかな
い状態となっている。

中学校 FF 式暖房機
施設設備改修工事

万円
100

問　修繕の内容は。
答　成田橋の修繕で、当初は車が通る床版
の一部修繕を計画していたが、全面打ち換
えに変更となった。

成田橋床版
橋梁修繕工事

万円
6920

問　町から無償譲渡したのに、なぜ修理代
を支出するのか。
答　福島県沖地震の被災箇所はそのまま
で、行事などは町の施設に移動して行って
いる。子どもたちの精神的な負担を回避す
るために財政的な支援を行い、速やかな復
旧を図る。

すくすくゆめの郷こども園
保育施設災害復旧事業補助金

（工事費増額分）
万円

1030

　町民１人当たり３０００円の商品券を
発行する。

商品券発行事業補助金
万円

2423

　住民税非課税世帯・家計急変世帯が対象、
１世帯当たり７万円。

価格高騰支援給付金
万円

4525

防災コミュニティセンター防災コミュニティセンター

　当初予算3億3326万6千円で計上しましたが、入札不調になったため、物価高騰率と実勢単
価をもとに当初予算との差額2億1542万4千円を増額補正しました。　
一般会計に3億3812万円を追加し、歳入歳出それぞれ65億3681万9千円となり、５特別会計
および水道事業会計の補正予算も原案どおり可決しました。

　一般会計に７７０６万８千円を追加し、歳入歳出それぞれ
66億１３８８万７千円となり、原案どおり可決しました。

議員発議の修正案を否決

定
例
会

おおさと生活応援商品券の発行 電力・ガス・食料品等
価格高騰支援給付金

討
　
論
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
は
中
粕
川
地

区
の
全
体
の
声
で
あ
り
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。資

材
価
格
高
騰
は
事
実
で
あ
り
、実
勢
単
価
で
の
見
積

も
り
対
応
に
よ
る
予
算
の
増
加
は
仕
方
が
な
い
こ
と

と
思
う
。補
正
予
算
の
計
上
に
あ
た
り
、予
算
に
不
足

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
に
つ
い
て
は
、や
む

を
得
な
い
こ
と
と
考
え
る
。補
正
後
に
５
億
４
７
６

９
万
円
と
な
っ
た
予
算
額
に
つ
い
て
、そ
の
多
く
が

国
費
と
起
債（
過
疎
債
）で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
着
目
し

た
い
と
思
う
。

　
今
後
、ほ
か
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
予
算
の
見
積

も
り
を
行
う
場
合
は
、よ
り
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と

を
求
め
た
い
と
思
う
。ま
た
、議
会
で
の
議
決
が
必
要

と
な
ら
な
い
５
千
万
円
以
下
の
工
事
に
関
し
て
も
、

よ
り
慎
重
な
見
積
も
り
対
応
を
求
め
る
。

　
以
上
に
よ
り
、中
粕
川
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
の
増

額
を
含
む
、補
正
予
算
は
原
案
の
ま
ま
可
決
す
べ
き

と
考
え
る
。

原
案
賛
成

鎌
田
　暁
史 

議
員

地
元
の
声
を
尊
重
す
べ
き

地
元
の
声
を
尊
重
す
べ
き

　
公
共
施
設
等
の
建
設
で
は
物
価
や
人
件
費
高
騰
に

よ
り
補
正
が
必
要
と
な
る
事
態
が
全
国
各
地
の
自
治

体
で
発
生
し
、大
郷
町
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。地

域
住
民
の
方
か
ら
早
期
に
事
業
を
達
成
し
て
ほ
し
い

と
の
声
を
伺
っ
て
お
り
、原
案
に
賛
成
す
る
。

原
案
賛
成

金
須
　新
一 

議
員

事
業
の
早
期
達
成
を
望
む
声

事
業
の
早
期
達
成
を
望
む
声

　
予
算
に
対
す
る
町
か
ら
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て

は
、何
ら
問
題
な
い
内
容
と
感
じ
る
。

原
案
賛
成

石
垣
　正
博 

議
員

問
題
の
な
い
内
容

問
題
の
な
い
内
容

　
執
行
部
で
は
再
び
入
札
を
行
う
観
点
で
予
算
を
組

ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

原
案
賛
成

高
橋
　重
信 

議
員

再
入
札
を
考
慮

再
入
札
を
考
慮

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）の
審
議
に
お
い
て
修
正
案
の
動
議
が
提

出
さ
れ
た
が
、賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

発
議
者
　赤
間
　繁
幸
議
員

　
　
　
　熱
海
　文
義
議
員

　
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
築
工

事
の
増
額
補
正
を
し
な
い
と
す
る
修
正
案

を
提
出
。　

提
案
理
由

　
実
勢
単
価
で
見
直
し
た
金
額
４
億
２
３
０
０
万
円

で
十
分
と
考
え
る
。　※

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
付
帯
に
よ

り
さ
ら
な
る
物
価
上
昇
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
。

焦
ら
ず
し
っ
か
り
再
度
協
議
い
た
だ
き
、次
回
の
予

算
へ
計
上
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

※

工
事
の
契
約
締
結
後
に
賃
金
ま
た
は
物
価
水
準
の
変
動
に
よ

り
、請
負
代
金
額
が
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
た
と
き
に
、受

注
者
が
請
負
代
金
額
の
変
更
を
請
求
で
き
る
措
置
。
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11/10　宮城黒川地方町村議会表彰式並びに議員
　　　　研修会
　　　　講演　議会力・議員力の発揮へ
　　　　　　　「地方議会改革を実践する」
　　　　講師　寺島　渉氏
　　　　場所　宮城県自治会館
11/27　宮城県町村議会広報研究会
　　　　講演　「議会の見える化＆住民との信頼関係
　　　　　　　向上へ ～議会広報の基本と編集～」
　　　　講師　議会広報サポーター　芳野　政明氏
　　　　場所　宮城県自治会館
12/19　黒川地方市町村議会議員研修会
　　　　講演　「人のご縁と等話（とうわ）で幸せを
　　　　　　　生み出すまちづくり」
　　　　講師　尚絅学院大学　教授　松田　道雄氏
　　　　場所　大和町

住民バス指定管理住民バス指定管理
「振興公社」に５年間委託「振興公社」に５年間委託

【
議
案
第
76
号
】

住
民
バ
ス
指
定
管
理
者
の
指
定

　
㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社
に

指
定
、
期
間
を
５
年
間
と
し
た
。

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

11
年
３
月
31
日
ま
で
）

問
　
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者

と
す
る
の
は
問
題
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
３
年
間
で
は
な
く
、
な
ぜ
５

年
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
。

答　
振
興
公
社
が
管
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
民
バ
ス
に
係
る
安
定

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
事
業

効
果
が
相
当
程
度
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
５
年
間
の
長
期
間
の
設

定
と
し
た
。

【
議
案
第
77
号
】

財
産
の
取
得

契
約
名　
住
民
バ
ス
車
両
購
入

（
２
台
）

契
約
方
法　
随
意
契
約

金
額　
２
１
８
６
万
７
５
０
０
円

相
手
方　
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
株
式
会
社
東
北
ふ
そ
う
仙
台

支
店

問
　
取
得
す
る
車
両
の
安
全
性
に

問
題
は
な
い
の
か
。

答　
数
値
で
示
さ
れ
た
も
の
は
確

認
で
き
て
い
な
い
。

【
議
案
第
69
号
】

印
鑑
登
録
お
よ
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
し
て
い
る
多
機
能
端
末
機
に

よ
り
、
印
鑑
登
録
証
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

【
議
案
第
70
号
】

手
数
料
徴
収
条
例
の一部
改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
よ
り
住
民
票
の

交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
交
付
枚

数
に
関
わ
ら
ず
１
通
に
つ
き
２
０
０

円
と
す
る
。

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

【
議
案
第
71
号
】

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正

　
人
事
院
勧
告
と
法
の一
部
改
正

に
伴
い
、
期
末
手
当
を
０
・
１
か

月
分
引
き
上
げ
、
年
３
・
４
か
月

と
す
る
。

【
議
案
第
72
号
】

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の

給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の一部
改
正

　
議
案
第
71
号
と
同
様
の
改
正
。

【
議
案
第
73
号
】

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正

　
人
事
院
勧
告
と
法
の一
部
改
正

に
伴
い
、
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉

手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
か
月

引
き
上
げ
、
年
４
・
５
か
月
と
す

る
。
初
任
給
を
は
じ
め
若
年
層
に

重
点
を
置
き
、
平
均
０
・
９
６
％

引
き
上
げ
る
。

【
議
案
第
74
号
】

特
定
教
育・保
育
施
設
お
よ
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一

部
改
正

　
法
律
改
正
に
伴
い
条
例
改
正
す

る
も
の
。

【
議
案
第
75
号
】

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正

　
下
水
道
事
業
に
関
す
る
事
項
を

追
加
し
、
ま
た
、
事
業
を
円
滑
に

運
営
す
る
た
め
上
下
水
道
課
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
関
連

す
る
13
条
例
を一
括
方
式
で
改
正

す
る
も
の
。

12月定例会

一般議案

議案第76号

報告第10号 専決処分の報告

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議　案　名（略称）

議案第69～75号、第85号

第
4
回
定
例
会

修正動議

議案第77号

議案第86号

修正動議

国民健康保険（第２号）　　　　 9億3995万円（43万円

介護保険（第３号）　　　　　　11億6065万円（330万円

下水道事業（第３号）　　　　 　2億5861万円（73万円

農業集落排水事業（第２号）　　　   7887万円（9万円

戸別合併処理浄化槽（第２号）　　   8470万円（207万円

補
正
予
算

一　般　会　計（第５号） 　     　65億3682万円（3億3812万円

特
別
会
計

　水　　道　　事　　業　　会　　計（第２号）

一　 般　 会　 計（第６号）   　   66億1389万円（7707万円

　一般会計（第５号）修正案

住民バス指定管理者の指定について

議案第76号（修正案）

財産の取得について

（↑）は増額、（↓）は減額　　　可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※賛否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

）

）

）

）

）

）

）

可

可

否

可

可

否

可

可

可

可

可

可

可

採
決
結
果

赤
間

繁
幸

鎌
田

暁
史

鈴
木

利
博

赤
間

則
幸

佐
々
木
和
夫

鈴
木

恵
子

金
須

新
一

田
中
三
惠
子

熱
海

文
義

石
垣

正
博

高
橋

重
信

石
川

良
彦

○ ○ ○

● ○ ○

○ ● ●

● ○ ○

● ○ ○

○ ● ●

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

報告のみ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

● ● ● ● ● ○ ● ● －

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

● ● ● ● ● ○ ● ● －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

討
論
議
案
第
77
号

　
車
両
の
安
全
性
に
疑
問
を
感
じ

る
。
15
人
・
26
人
乗
り
の
車
種
に
変

更
す
る
こ
と
や
、
購
入
せ
ず
リ
ー
ス

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

原
案
反
対
熱
海
　文
義 

議
員

　
議
案
第
76
号
の
審
議
に
お
い
て

修
正
案
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た

が
、賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

発
議
者
　熱
海
　文
義
議
員

　
　
　
　赤
間
　繁
幸
議
員

提
案
理
由

　
３
年
間
で
し
っ
か
り
見
直
し
を

か
け
、
次
の
更
新
も
よ
け
れ
ば
指

定
期
間
を
決
め
れ
ば
い
い
。

　
よ
っ
て
、
指
定
の
期
間
を
３
年

間
と
す
る
。
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次ページから一般質問 ただただ

９名が町政を質す！
災害に強いまちづくりを
流域水害対策計画に向けて検討（町長）

石垣　正博
いし まさ ひろがき

議
員

問　
吉
田
川
・
高
城
川
が
特
定

都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
た
。

　
河
川
整
備
が
加
速
。
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
面
か
ら
、
浸
水
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
、
水
災

害
を
減
少
さ
せ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。

　
今
後
、
水
害
の
頻
発
・
激
甚

化
が
予
想
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

本
町
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定

を
受
け
た
こ
と
は
、
地
域
を
水
か

ら
守
る
こ
と
に
対
し
、
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
民
に

ど
の
よ
う
な
周
知
を
図
る
の
か
、

ま
た
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
対
し

て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
。

答　
町
長　
現
在
、令
和
６
年
度

の
流
域
水
害
対
策
計
画
に
向
け
て

検
討
中
。策
定
後
に
広
報
紙
・ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
を
図
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、流
域
水
害

対
策
計
画
に
基
づ
き
、浸
水
被
害

対
策
等
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、市
街
化

な
ど
の
開
発
行
為
を
抑
制
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

問
　
特
定
都
市
河
川
流
域
に
指

定
さ
れ
る
と
、
雨
水
浸
透
阻
害

行
為
を
行
う
場
合
は
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
る
。
以
前
の
雨
水
流

出
量
を
超
え
る
場
合
に
抑
制
す

る
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
（
例

え
ば
雨
水
タ
ン
ク
な
ど
）
の
設
置

が
義
務
と
な
る
。
早
急
に
条
例
な

り
要
項
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
特
定
都
市
河

川
は
、国
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定

さ
れ
た
。今
後
、県
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
で
の
色
々
な
許
認
可
も
出
て
く

る
。現
在
、本
町
で
条
例
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

問
　
国
交
省
で
は
、「
流
域
治
水
」

水
害
対
策
に
向
け
、令
和
４
年
度

か
ら
遊
水
地
を
は
じ
め
排
水
機
場

な
ど
の
整
備
の
加
速
、雨
水
流
出

抑
制
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
本
町
の
排
水
機
場
の
建
屋
・
機

械
等
の
老
朽
化
の
現
状
は
ど
う

か
。

答　
町
長　
令
和
元
年
東
日
本

台
風
で
は
、羽
生
・
後
谷
地
・
中
村

の
各
排
水
機
場
が
浸
水
し
、災
害

復
旧
事
業
に
よ
り
ポ
ン
プ
等
機
械

設
備
の
、更
新
整
備
を
行
っ
て
い

る
。

問
　
災
害
時
に
水
を
貯
え
る
遊

水
地
を
、
整
備
す
る
計
画
は
な
い

の
か
。

答　
町
長　
町
で
得
て
い
る
情
報

と
し
て
は
、吉
田
川
の
河
川
管
理

者
で
あ
る
国
が
、現
河
川
整
備
計

画
に
お
い
て
、吉
田
川
中
流
部
に
遊

水
地
を
新
た
に
設
置
す
る
計
画
と

な
って
い
る
。

一
般
質
問

▲河道掘削が進む吉田川（粕川大橋側から）

質問議員

石　垣　正　博

鎌　田　暁　史

金　須　新　一

鈴　木　利　博

鈴　木　恵　子

佐々木　和　夫

赤　間　繁　幸

田　中　三惠子

赤　間　則　幸

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

１．総合計画に係る住民意向調査の実施について

１．よりよい学校給食のために

１．町営住宅入居時の連帯保証人について
２．町営住宅の家賃引き下げについて
３．スマートスポーツパーク構想について

１．災害に強いまちづくりを P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

質問内容 掲載ページ

１．かわまちづくり計画について
２．ＳＳＰ計画について

１．宅地造成について
２．「パストラル縁の郷」について

１．町の公共交通機関の見直しについて
２．大郷町青年団について

１．消防団員不足の対応について
２．歴史民俗資料館の早期構築を

１．中学校玄関のセキュリティを
２．移住・定住のきっかけに
３．インボイス実施について



13 令和６年２月
№213

12令和６年２月
№213 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

消防団員不足の対応を

消防団と連携し加入促進を図る（町長）

問　
全
国
的
に
消
防
団
員
の
な
り

手
不
足
に
よ
る
団
員
の
減
少
や

存
続
の
危
機
を
迫
ら
れ
て
い
る
自

治
体
が
数
多
く
あ
り
、
本
町
も

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

団
員
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答
　
町
長
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
を
し
、消
防
団

の
幹
部
会
議
等
で
協
議
、検
討
を

図
って
い
く
。

問
　
将
来
に
向
け
て
、
条
例
の
改

正
や
各
部
の
統
廃
合
等
を
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

答　
町
長　
各
部
の
現
状
や
課
題

等
に
つ
い
て
消
防
団
と
協
議
し
、慎

重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
役
職
ご
と
の
年
齢
を
考
慮
し

た
、
定
年
制
を
検
討
し
て
は
い
か

が
か
。

答　
総
務
課
長　
若
い
団
員
が
入

団
し
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、消
防

団
と
協
議
し
今
後
検
討
し
て
い

く
。

問
　
各
部
に
配
置
さ
れ
て
い
る
可

搬
ポ
ン
プ
等
の
更
新
計
画
や
現
状

は
。

答　
町
長　
通
常
点
検
の
ほ
か
、

黒
川
消
防
本
部
立
ち
会
い
の
下
、

資
機
材
管
理
状
況
査
察
に
よ
り
、

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。更
新
に
つ

い
て
は
、耐
用
年
数
を
考
慮
し
必
要

な
場
合
は
、各
部
お
よ
び
行
政
区

と
協
議
し
、更
新
し
て
い
き
た
い
。

問
　
歴
史
的
遺
産
を一時
的
に
旧

大
松
沢
小
学
校
に
保
管
し
て
い
る

が
、物
品
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

ま
た
保
存
に
適
し
て
い
る
環
境
な

の
か
。

答　
教
育
長　
平
成
24
年
に
旧
大

谷
幼
稚
園
よ
り
移
転
し
て
い
る
。展

示
ケ
ー
ス
に
収
納
し
て
あ
る
土
器
・

埴
輪
・
仏
像
等
30
点
、
民
具
・

農
具
等
２
８
６
点
、遺
跡
よ
り
出

土
し
た
遺
物
が
、保
存
箱
、段
ボ
ー

ル
等
で
１
２
６
箱
、文
献
等
資
料
が

60
箱
あ
る
。保
存
に
適
し
た
環
境

と
は
言
え
な
い
が
、専
門
家
よ
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、保
存
環
境
の
改

善
を
進
め
て
い
る
。

問
　
現
時
点
で
の
歴
史
民
俗
資
料

館
構
想
は
。

答　
教
育
長　
具
体
的
な
構
想
は

な
い
が
、中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
等
を

活
用
し
、収
蔵
品
の一部
を
展
示
す

る
等
資
料
の
開
示
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
構
築
し
た
際
に
、
支
倉
常

長
「
終
焉
の
地
」
と
さ
れ
る
町
と

し
て
、
彼
の
功
績
を
伝
え
る
も
の

を
一部
を
活
用
し
て
、
展
示
し
て

は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　
教
育
長　
当
町
が
終
焉
の
地

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

偉
大
な
功
績
を
伝
承
し
て
い
く
方

策
を
考
え
て
い
る
。

▲立ちあがろう町内の若者（総務省消防庁抜粋）

一
般
質
問

問　
町
営
住
宅
へ
の
入
居
時
に
連

帯
保
証
人
を
求
め
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

答　
町
長　
家
賃
債
務
の
保
証
の

み
な
ら
ず
、
実
質
的
な
緊
急
時
の

連
絡
先
の
確
保
も
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

問　
一般
入
居
の
入
居
収
入
基
準

は
現
行
の
月
収
15
万
８
０
０
０
円

か
ら
改
正
前
の
20
万
円
に
戻
す
べ

き
で
は
。

答　
町
長　
公
営
住
宅
法
施
行

令
で
参
酌
基
準
が
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
需
要
と
供
給
に

乖
離
が
な
い
こ
と
か
ら
、
参
酌
基

準
を
入
居
収
入
基
準
と
し
て
い

る
。

問　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
、
建
物

の
経
年
劣
化
に
対
応
し
た
家
賃
の

引
き
下
げ
を
要
望
す
る
。

答　
町
長　
家
賃
算
定
に
お
い

て
、
建
物
の
経
過
年
数
も
加
味
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
理
解
願

う
。

問　
希
望
の
丘
団
地
は
築
23
年

が
経
過
。
経
年
劣
化
の
実
情
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
家
賃

引
き
下
げ
の
検
討
を
。

答
　
地
域
整
備
課
長　
入
退
去
の

際
に
そ
れ
な
り
の
部
分
を
修
繕
し

て
い
る
。
修
理
が
必
要
な
部
分
に

つ
い
て
家
賃
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
家

賃
算
定
に
基
づ
い
て
家
賃
を
決
定

し
て
い
る
の
で
ご
理
解
を
願
う
。

問　
２
つ
の
農
業
法
人
の
誘
致
に

つ
い
て
何
が
障
害
な
の
か
。

答　
町
長
　既
存
施
設
の
撤
去
方

法
な
ど
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、新

規
移
転
地
へ
の
誘
致
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
と
法
人
側
か
ら
伺
って
い

る
。

問　
誘
致
の
目
途
は
。

答　
復
興
推
進
課
長　
本
年
度

内
ぐ
ら
い
に
既
存
施
設
の
方
向
性

が
見
え
て
く
る
と
の
話
を
法
人
か

ら
伺
って
い
る
。
そ
れ
以
降
に
話
が

あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

問　
事
業
地
買
収
の
見
通
し
は
。

答　
町
長　
地
権
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
事
業
に
必
要

な一団
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
を
確
保

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
で

き
る
。

問　
吉
田
川
河
道
掘
削
の
残
土
利

用
の
方
針
、
計
画
は
。

答　
町
長　
河
道
掘
削
は
令
和
７

年
度
ま
で
実
施
さ
れ
る
予
定
の
た

め
、
令
和
６
年
度
か
ら
２
か
年
で

残
土
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う

か
検
討
中
。

問　
残
土
が
利
用
で
き
な
い
場

合
、
事
業
費
の
ア
ッ
プ
を
心
配
す

る
声
が
あ
る
。

答　
技
監　
事
業
の
実
施
が
可
能

と
な
っ
た
際
に
、
土
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
た
い
。

町営住宅の家賃引き下げを
建物の経過年数も加味（町長）

ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想

ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想

歴
史
民
俗
資
料
館
の

早
期
構
築
を

歴
史
民
俗
資
料
館
の

早
期
構
築
を

▲町営住宅入居者の負担軽減を

一
般
質
問

か
い
り

鎌田　暁史
かま あき ふみだ

議
員金須　新一

き す しん いち
議
員



15 令和６年２月
№213

14令和６年２月
№213 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
過
疎
指
定
地
域
に
認
定
さ
れ

た
か
ら
と
い
い
、
不
審
者
が
入
ら

な
い
と
い
う
確
信
は
な
い
。
大
郷

中
学
校
玄
関
外
側
の
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
は
モ
ニ
タ
ー
付
き
と
し
、
職
員

室
か
ら
電
磁
ロ
ッ
ク
の
施
錠
・
開

錠
を
し
、
不
審
者
の
侵
入
を
未
然

に
防
ぎ
、
安
心
・
安
全
で
学
べ
る

よ
う
に
し
て
み
て
は
。

答　
教
育
長　
不
審
者
対
応
に
つ

い
て
は
、
現
在
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
に
加
え
、
電
磁
ロッ
ク
で

の
施
錠
・
開
錠
を
小
・
中
学
校
に

設
置
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問　
本
町
に
お
い
て
、
空
き
家
バ

ン
ク
も
、
な
か
な
か
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
る
登
録
数
・
物
件
が
少

な
く
、
人
口
増
加
へ
足
踏
み
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
流
人

口
で
の
人
口
増
加
に
も
疑
問
を
感

じ
る
。

　
移
住
・
定
住
の
足
掛
け
と
し
て
、

実
際
に
本
町
で
宿
泊
し
、
実
際
に

生
活
し
て
み
る
体
験
型
の
宿
舎
を

建
築
し
、
交
流
人
口
で
は
な
く
、

移
住
・
定
住
す
る
方
の
心
を
つ
か

む
よ
う
な
こ
と
を
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

答　
町
長　
移
住
・
定
住
に
つ
な

げ
る
た
め
の
移
住
体
験
に
つ
い
て

は
、
宿
泊
施
設
を
備
え
る
「
縁
の

郷
」
を
活
用
し
た
取
り
組
み
や
、

民
間
事
業
者
か
ら
施
設
利
用
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
町
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
の
で
、今
の
と
こ
ろ
、

町
が
主
体
に
な
り
新
た
な
宿
舎
を

建
築
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
今
年
10
月
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
実
施
さ
れ
、
該
当
す
る

法
人
・
個
人
の
方
が
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
実
施
へ
の
町
と
し
て
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
町
が
発
注
す
る

物
販
、
委
託
工
事
等
の
事
業
取

引
に
参
入
す
る
免
税
業
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長　
町
が
代
金
を
受
け
取

る
側
と
な
る
取
引
の
場
合
、
支
払

う
側
と
な
る
事
業
者
が
仕
入
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
会
計
ご

と
に
税
務
署
へ
登
録
申
請
し
、
イ

ン
ボ
イ
ス
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

請
求
書
等
の
記
載
項
目
に
、
登
録

番
号
や
適
用
税
率
、
消
費
税
を
加

え
て
発
行
し
て
い
る
。

中学校玄関のセキュリティを

電磁ロックでの施錠を検討（教育長）

鈴木　利博
すず き とし ひろ

移
住・定
住
の

　
　
　
き
っ
か
け
に

移
住・定
住
の

　
　
　
き
っ
か
け
に

イ
ン
ボ
イ
ス
の
対
応
は

イ
ン
ボ
イ
ス
の
対
応
は

議
員

一
般
質
問

住民意向調査の実施は
多くの皆さんの意見を聴取する（町長）

鈴木　恵子
すず けい こき

議
員

問　
先
日
の
令
和
５
年
度
地
区
懇

談
会
に
お
い
て
、
今
年
度
中
に
住

民
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
調
査
内
容

は
前
回
に
基
づ
い
た
も
の
な
の

か
、追
加
調
査
項
目
は
あ
る
の
か
、

内
容
や
実
施
要
綱
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
町
長　
「
回
答
者
の
方
に
つ
い

て
の
情
報
」「
町
の
イ
メ
ー
ジ
や
魅

力
」「
町
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」の
設
問
、さ
ら
に
、「
現

計
画
の
基
本
項
目
」ご
と
の
満
足

度
や
重
要
度
も
含
め
、ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
調
査
の
時
期
と
調
査
票
の
配

布
、回
収
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
５
０
０
名
の
方
に
、12
月
初
旬
に

調
査
票
を
郵
送
し
、
12
月
中
に
回

答
い
た
だ
け
る
よ
う
、返
信
用
封

筒
も
同
封
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、郵
送
だ
け
で
な
く
、ウ
ェ
ブ
に

よ
る
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
。

問
　
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
対
処
を
す
る
の
か
。

答　
町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
り
、調
査
結
果
の
統
計
内
容
を

確
認
し
、そ
の
結
果
も
反
映
し
た

内
容
で
、総
合
計
画
の
素
案
を
作

成
し
、さ
ら
に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
を
実
施
し
、多
く
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
取
す
る
よ
う
対
応
し
て

い
く
。

問
　
今
後
、
数
多
く
の
町
民
の
声

を
聴
く
た
め
に
も
全
世
帯
に
調
査

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
町
長　
次
回
か
ら
は
、全
世

帯
に
対
し
て
調
査
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。一

般
質
問

▲みんなで創るまちづくり



17 令和６年２月
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16令和６年２月
№213 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
国
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支

援
制
度
」
に
登
録
さ
れ
、
国
の
事

業
で
吉
田
川
河
川
敷
掘
削
工
事
が

進
行
中
で
あ
る
が
、
現
在
の
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　
町
長　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
登
録
を
受
け
て
本
事
業

が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
交
流
拠

点
施
設
の
基
本
計
画
や
河
川
敷
に

整
備
す
る
施
設
の
詳
細
設
計
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　
令
和
５
年
10
月
３
日
か
ら
６

日
ま
で
地
区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
が
参
加
さ
れ
た
方
々
の
意
見
を

ど
う
捉
え
た
の
か
。

答　
町
長　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
つ
い
て
「
地
域
活
性
化

や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
」
や
「
事
業
の
継
続
的
な
実
施

が
見
込
め
る
の
か
」
等
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
意
見
等
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
し
っ
か
り
と
地
域
住

民
、
民
間
企
業
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

は
地
域
の
「
顔
」、「
誇
り
」
と
な

る
よ
う
な
空
間
形
成
を
目
指
す
と

あ
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
キ
ャ

ン
プ
場
等
を
整
備
す
る
計
画
が
あ

る
が
年
間
の
集
客
数
や
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答　
町
長　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

年
間
３
万
人
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
年

間
千
人
を
想
定
値
と
し
て
い
る
。

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
詳
細
設

計
を
実
施
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね

て
い
く
。

問　
こ
れ
ま
で
の
経
過
は
。

答
　
町
長　
新
た
な
産
業
を
誘
致

す
る
目
標
に
向
け
た
地
域
振
興
拠

点
計
画
を
策
定
中
で
実
現
に
向
け

た
各
種
調
査
を
実
施
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

調
査
中
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

議
会
に
対
し
て
説
明
が
不
足
し
て

い
る
と
考
え
る
が
。

答　
町
長
　年
内
中
の
完
了
を
目

標
に
各
種
調
査
し
て
お
り
調
査
が

完
了
次
第
説
明
す
る
場
を
設
け
る

予
定
で
あ
る
。

問　
現
在
の
計
画
の
進
捗
状
況
お

よ
び
課
題
等
は
。

答　
町
長　
関
係
部
署
と
各
種

法
令
手
続
き
や
土
地
所
有
者
、
耕

作
者
な
ど
と
土
地
利
用
に
つ
い
て

協
議
中
で
あ
る
。
事
業
推
進
に
あ

た
っ
て
は
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果
を
発

揮
で
き
る
事
業
を
形
成
で
き
る
か

な
ど
が
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い

る
。

かわまちづくり・ＳＳＰ計画は
各種調査を実施している（町長）

佐々木　和夫
さ さ き かず お

Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
計
画
は

Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
計
画
は

議
員

▲防災コミュニティセンター建設予定地と掘削作業中の吉田川河川敷▲完売した原団地（中村）

一
般
質
問

宅地開発の考えは
中・長期視点で考えていく（町長）

赤間　繁幸
あか しげ ゆきま

議
員

問　
本
町
が
提
供
す
る
宅
地
の

魅
力
と
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長　

仙
台
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
、土
地

価
格
、固
定
資
産
税
が
安
価
で
、自

然
と
融
合
し
た
広
い
土
地
が
確
保

で
き
る
の
が
魅
力
。

問
　
宅
地
を
開
発
す
る
民
間
事

業
者
へ
補
助
金
交
付
の
考
え
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長　

今
後
の
情
勢
を
見
な
が
ら
、必
要

と
確
認
で
き
れ
ば
、そ
の
と
き
は

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

問
　
空
き
家
を
解
体
し
、
そ
の
跡

地
で
２
棟
の
建
売
住
宅
が
販
売
さ

れ
、
す
で
に
完
売
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長　

住
宅
の
需
要
が
あ
る
と
考
え
る
の

で
、今
後
、空
き
地
・
空
き
家
の
有

効
活
用
を
す
る
手
立
て
が
必
要
に

な
って
く
る
。

問
　
空
き
家
解
体
に
よ
り
、
新
た

な
宅
地
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
空
き
家
の
解
体
を
所
有
者

の
方
へ
進
め
て
み
て
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長　

本
町
に
空
き
家
が
１
５
０
軒
ほ
ど

あ
る
が
、所
有
者
の
方
の
意
向
を
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
本
年
度
中
に

ま
と
め
、把
握
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

問
　
山
形
県
舟
形
町
で
実
施
し
て

い
る
「
解
体
後
の
２
分
の
１
以
内

で
補
助
、
住
宅
に
関
し
て
は
１
０

０
万
円
、
そ
の
他
の
附
属
建
物
に

関
し
て
は
30
万
円
を
限
度
」
と
い

う
補
助
金
を
参
考
に
し
て
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長　

内
容
を
確
認
し
、参
考
に
し
て
い

く
。

問
　
パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷
の
構
想

を
伺
う
。

答　
町
長
　サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
、

地
域
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
に

よ
る
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修

工
事
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
資

材
高
騰
の
影
響
は
な
い
の
か
。

答　
農
政
商
工
課
長　
現
在
設

計
が
終
わ
る
と
こ
ろ
で
、早
速
工
事

に
入
る
状
況
に
あ
り
、補
助
金
の
関

係
も
あ
り
、今
の
と
こ
ろ
増
額
の
予

定
は
な
い
。

問
　
令
和
３
年
度
に
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
閉
設
が
75
件
あ
っ
た
が
、

そ
の
原
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
農
政
商
工
課
長　
利
用
企

業
の
業
務
低
下
や
戦
略
変
更
な
ど

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、進

出
企
業
への
支
援
が
大
切
に
な
って

く
る
と
考
え
る
。

問
　
改
修
工
事
に
町
の
負
担
が
約

２
６
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
お
金
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

答　
農
政
商
工
課
長　
現
在
協

議
中
。

問
　
道
路
が
崩
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
が
、
整
備
は
す
る
の
か
。

答　
地
域
整
備
課
長
　交
通
に
支

障
の
な
い
よ
う
修
繕
し
て
い
く
。

一
般
質
問

し
ん
し

パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷

　
　
　
　
の
構
想
は

パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷

　
　
　
　
の
構
想
は
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おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
給
食
当
番
の
エ
プ
ロ
ン
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
ノ
ー
ア
イ
ロ
ン
素
材
の
給
食

着
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　
教
育
長　
破
損
の
状
況
に
応

じ
て
更
新
し
て
い
る
。

問　
予
算
計
上
が
必
要
な
た
め

質
問
し
た
が
、
在
庫
品
は
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。

答　
学
校
教
育
課
長　
小
学
校
で

は
約
１
１
０
着
、
中
学
校
で
40
着

使
用
。
予
備
の
数
は
確
認
し
て
い

な
い
。

問　
次
期
購
入
の
際
は
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答　
学
校
教
育
課
長　
ノ
ー
ア
イ

ロ
ン
タ
イ
プ
は
若
干
高
額
と
な
る

の
で
、
財
政
課
と
相
談
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
大
郷
の
食
材
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
に
も
っ
と
感
じ
、
自
慢
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
大
郷
み
そ
カ

レ
ー
、
大
郷
牛
た
ん
ス
テ
ー
キ
、

枝
豆
ご
飯
と
い
っ
た
大
郷
な
ら
で

は
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
楽
し
く
魅

力
的
な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
提
供
回
数

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
長　
ひ
な
祭
り
、
端
午

の
節
句
、
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど

四
季
折
々
の
メ
ニュ
ー
に
加
え
、
地

元
の
食
材
を
使
用
し
た
大
郷
み
そ

カ
レ
ー
、
大
郷
牛
丼
や
新
米
、
支

倉
常
長
遣
欧
使
節
の
ス
ペ
イ
ン
風

給
食
、
卒
業
生
の
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
や
都
道
府
県
巡
り
給
食
な
ど
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
。
今
後
も
安
心
・
安

全
で
楽
し
く
魅
力
的
な
給
食
メ

ニュ
ー
を
提
供
で
き
る
よ
う
創
意
工

夫
し
て
い
く
。

魅力的な給食メニューを
今後も創意工夫をしていく（教育長）

田中　三惠子
た なか み え こ

楽
し
く
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
給
食
を

楽
し
く
魅
力
的
な

　
　
　
　
　
給
食
を

青
年
団
へ
の
支
援
を

青
年
団
へ
の
支
援
を

議
員

▲大郷牛丼給食メニュー：テレビニュースで紹介▲ふれあい号の利用推進を

一
般
質
問

住民バスにワゴン車採用を
バスでないと不足が生じる（町長）

赤間　則幸
あか のり ゆきま

議
員

問　
住
民
バ
ス
１
台
に
つ
い
て
効

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
小
回
り
の

利
く
ワ
ゴ
ン
車
を
採
用
し
て
は
。

答　
町
長　
町
外
に
出
て
い
く
朝

夕
の
路
線
は
、バ
ス
で
な
い
と
不
足

が
生
じ
る
た
め
、余
剰
分
と
し
て
ワ

ゴ
ン
車
を
導
入
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
ふ
れ
あ
い
号
利
用
促
進
の
た

め
年
齢
条
件
を
外
し
、
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
運
行
は
で
き
な
い
の

か
。

答　
町
長　
ふ
れ
あ
い
号
は
、高

齢
等
に
よ
り
免
許
証
を
返
納
し
た

り
、家
族
の
送
迎
が
で
き
な
い
高
齢

者
の
外
出
支
援
で
あ
る
。

　
元
気
な
方
は
住
民
バ
ス
を
、障

害
な
ど
に
よ
り
１
人
で
移
動
で
き

な
い
方
は
、社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
福
祉
有
償
運
送
事
業

な
ど
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

問
　
利
用
者
が
重
な
る
日
が
結

構
あ
る
の
で
、
ふ
れ
あ
い
号
を
８

〜
10
人
乗
り
に
大
き
く
し
て
は
。

答　
町
長　
運
行
委
託
業
者
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、利
用
者
の
希
望
が

重
な
る
こ
と
で
、申
し
込
み
を
お
断

り
す
る
件
数
は
月
に
１
件
程
度
で

あ
り
、現
在
の
車
両
で
間
に
合
う
と

考
え
て
い
る
。

問　
意
向
調
査
の
考
え
は
。

答　
町
長　
利
用
者
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
は
、運
行
委
託
業
者
か
ら

毎
月
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

利
用
し
て
い
な
い
方
々
の
意
向
に
つ

い
て
は
今
後
の
運
行
形
態
の
参
考

の
た
め
に
も
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
、調
査
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

問
　
町
青
年
団
の
知
名
度
が
低

い
。
知
名
度
向
上
に
対
す
る
活
動

は
。

答　
教
育
長　
町
の
青
年
団
は
10

名
程
度
の
若
者
が
活
動
し
て
お

り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
、全
国
青
年
大
会
へ
、黒
川
郡
連

合
青
年
団
と
し
て
出
場
し
、合
唱

の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

問
　
青
年
団
の
位
置
付
け
は
。

答　
教
育
長　
若
者
の
独
創
性
、

先
進
性
の
あ
る
意
見
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

様
々
な
分
野
に
お
い
て
の
積
極
的

な
参
画
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
と
し
て
、
青
年
団
（
若

者
た
ち
）
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た

い
の
か
。

一
般
質
問

答　
教
育
長　
若
者
主
導
に
よ
る

自
発
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
補

助
の
増
額
を
検
討
し
、人
材
育
成
、

交
流
の
場
の
創
出
等
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会第２回
11月 15日

きめ細かな調査と速やかな改革をきめ細かな調査と速やかな改革を

　行政、政策など実務に関する業務内容について、各課の事務分掌・業務内容について
理解を深めた。

議会の主な動き（10/1～12/31）
月　日 用　　　　　務 月　日 用　　　　　務
10/1
10/2
10/11
10/16
10/17
10/18
10/19
10/24
10/25
10/26
10/28
10/30

10/30～31

11/1
11/10
11/15
11/16

11/17
11/20
11/21
11/21～22

11/24

11/27

11/28

11/29
11/29～30
12/1～6
12/1
12/7
12/19
12/21
12/22
12/25

大和駐屯地創立67周年記念行事［大和町］
宮城県町村議会議長会新議員研修会［仙台市］
広報広聴常任委員会
広報広聴常任委員会
広報広聴常任委員会
仙台北部道路建設促進期成同盟会要望活動［仙台市］
宮城黒川地方町村議会議長会臨時総会［仙台市］
黒川地方市町村議会連絡協議会実行委員会・役員会［大衡村］
教育民生常任委員会
黒川地域行政事務組合新組合議員事務事業説明会及び施設視察［大和町］
おおさと秋まつり（10/28、11/3）
黒川地域行政事務組合議会運営協議会・臨時会［大和町］
宮城黒川地方町村議会議長会正副議長・事務局長合同視察研修
［福島県西会津町・小野町］
江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会地方要望会［仙台市］
宮城黒川地方町村議会議長会表彰式・議員研修会［仙台市］
議会改革調査特別委員会
教育民生常任委員会

議員全員協議会・議会運営委員会
宮城県町村議会議長会議・県知事と町村議会正副議長との意見交換会［仙台市］
教育民生常任委員会視察研修［岩手県盛岡市］
総務産業常任委員会視察研修［秋田県三種町・羽後町］
議会運営委員会
「大郷産牛肉を使用した学校給食」の試食会［大郷中学校］
宮城県町村議会議長会広報研究会［仙台市］
災害対策調査特別委員会・広報広聴常任委員会
黒川地域行政事務組合議会運営協議会［大和町］
本県関係国会議員に対する要請活動並びに意見交換会［東京都］
全国町村議会議長会主催町村議会議長全国大会［東京都］
第４回定例会
議員全員協議会・議会運営委員会
広報広聴常任委員会（新成人との座談会）
黒川地方市町村議会議員研修会［大和町］
宮城黒川地方町村長・議長懇話会［松島町］
黒川地域行政事務組合議会定例会
広報広聴常任委員会

常任委員会常任委員会常任委員会
総 務 産 業

▲地域に根差した新交通システムを調査（秋田県三種町）

【調査の概要】
　11月21日（火）、秋田県三種町役場において、
「町民が安心して外出できる持続可能な公共交
通」を目標に交通サービスの再編を始め、巡回
バス・ふれあいバス・路線バスの運行について、
22 日（水）、秋田県羽後町役場において、「お
でかけタクシー」、「おでかけバス」の運行につ
いて説明を受け調査した。

１． 既存事業者「住民バス・ふれあい号・
スクールバス」とお互いにできること
について、相談・協議を行うことで協
力体制を構築し費用対効果も含め検討
されたい。

２．町内をいくつかの運行エリアに分け、
小回りの利くワゴン車等の運行システ
ム（デマンド含む）も検討されたい。

３．ドライバー不足も深刻化しているなか、
地域住民がドライバーとなる自家用有
償旅客運送制度を採用するなど、新交
通システム等の導入を図られたい。

意　見

「工事（災害含む）の
　進捗状況について」

を調査します。

11
21～22

11
16.21

次
回
は

常任委員会常任委員会常任委員会
教 育 民 生

教育環境の充実を

▲盛岡市役所での研修風景

▲現地調査（中粕川）

【調査の概要】
　11月16日（木）、役場３階第３委員会室におい
て、教育長、学校教育課長より本町における教育
環境の充実や対策の現状について、さらに21日
（火）、岩手県盛岡市学校教育課および子ども青少
年課より、不登校児童・生徒の対応と学童保育の
現状について説明を受け調査した。

意　見

「生活環境について」
を調査します。

次
回
は

新交通システムの導入を

不登校児童・生徒の対応
１． 未然防止に努め、不登校児童・生徒への対応
や指導の在り方、未然防止方策の協議、各関
係機関との情報共有を充分に図られたい。

２．本町においても盛岡市で策定した「簡単に学
校を休ませない」を基本とする不登校未然防
止初期対応マニュアルを参考に、策定に向け
た取り組みを確立されたい。

３．在宅で生活している児童・生徒に向けた、ＩＣ
Ｔ環境及びＩＣＴ教材の整備等学習支援の推
進を検討されたい。

学童保育
１．引き続き学童教育支援員の確保、研修会参加
等指導環境、処遇の充実に努められたい。

２．学童保育をする中で、場合によっては低学年、
高学年に振り分けた環境づくりや勉強と遊び
を両立させる等児童の健全な育成を図られた
い。

スクールバスの運営
１．中学生の利用状況を精査し、中型バスにこだ
わることなく、ワゴン車を活用する等現状に
適した対応を検討されたい。

学力向上
１．学校が楽しいと感じられる環境や児童・生徒
たちが夢に向かって進んでいける環境づくり
を継続されたい。

２．児童・生徒のやる気を引き出す等、先生方の
指導力向上に向けた取り組みを図られたい。

委
員
会

災害対策調査特別委員会災害対策調査特別委員会第２回
11月 28日 災害に負けないまちづくりを災害に負けないまちづくりを

　現地視察による調査を実施した。また、
復興推進課より以下の説明を受け調査を
行った。
 ● 復興まちづくり事業の進捗状況
 ● 避難道路（兼用堤）
 ● 防災コミュニティセンター
 ● 地域活性化事業（かわまちづくり）
 ● 復興事業所要予算

特
別
委
員
会
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【これまでの意見・提言等】
・ 令和２年６月委員会調査報告より
・ 令和３年６月委員会調査報告より

　令和４年度および５年度の認知症対策事業
実績としては、認知症サポーター講座の開催
や、認知症についての理解を深めるための取
り組みや介護のお役立ち情報を掲載した「オ
レンジ新聞」の発行など認知症対策の周知に
努めています。
　また、健診関係では、脳健診助成で令和４年
度は57件、５年度は30件（11月末現在）の助成
実績があり、後期高齢者健診では認知機能に
係る問診項目を設け、フレイル予防対策に役
立てています。
　今後も介護予防と保健事業を包括的に取り
組み、認知症対策を進めていきます。

保健福祉課

第８９回

追跡追跡追跡リポートリポートリポート

その後どうなった・・・

その後の対応と今後の計画

▲体操でいつまでも元気に▲洪水浸水想定区域図が公表予定の「味明川」

Tracking Report

認知症の対策を
【これまでの意見・提言等】
・ 安心安全な防災体制の強化が求められる
中、現在の防災マップで対応は十分なの
か。また、見直す考えはあるのか。

（平成30年第３回定例会　一般質問より）

　吉田川及び高城川が特定都市河川に指定さ
れたことに伴う、吉田川及び高城川流域にお
ける水害対策事業の影響力に応じて防災ハ
ザードマップの更新を進めてまいります。
　また、県管理河川の味明川については、令和
６年５月に浸水想定区域図が公表される予定
となっておりますが、滑川については県にお
いて現在においても精査中であることから、
県と引き続き協議を行っていき、適当な時期
に更新を進めてまいります。

総務課

その後の対応と今後の計画

【保健福祉課】
　認知症への理解を促すための情報提供
を行うなど、早期に認知症に気づく機会を
提供しています。
　認知症やその原因となる脳血管疾患な
どの早期発見・治療のために、脳健診の受
診助成事業を実施しています。また、認知
機能に関する問診項目を追加し、その機能
の維持・向上を図る保健事業を検討してい
ます。
　（議会広報２０５号　追跡リポートより）

【総務課】
　現在の防災ハザードマップは、県管理河
川の浸水想定区域は表示されておりませ
ん。また吉田川においても、上流で国が整備
を進めている遊水地が完成すると、町内の
浸水区域が変更となる可能性があります。
　そういった最新の情報を表示するため、国
や県と調整、協議を行いながら、防災ハザー
ドマップの早期更新を進めてまいります。
（議会広報１９７号　追跡リポートより）

防災マップの見直しを

定例会 期間 会期日数

令和６年　第１回定例会 令和６年３月４日（月）～ 19日（火） 16日

令和６年　第２回定例会 令和６年６月４日（火）～ ７日（金） ４日

令和６年　第３回定例会 令和６年９月４日（水）～ 20日（金） 17日

令和６年　第４回定例会 令和６年12月３日（火）～ ６日（金） ４日

令和７年　第１回定例会 令和７年３月４日（火）～ 19日（水） 16日

※定例会の会期は都合により変更になることがあります。
※土曜日、日曜日及び休日は休会となります。

　町
民
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
平
素
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
長
期
化
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、異
常
気
象
に
よ
り
全

国
的
に
猛
暑
が
続
く
と
と
も
に
、各
地
で
豪
雨
災
害
が
頻
発
。本

年
の
年
始
に
は
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　必
ず
や
っ
て
く
る
自
然
大
災
害
対
策
や
加
速
す
る
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
問
題
、急
激
な
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、現
下
の
社

会
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
って
き
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以

上
の
創
造
的
か
つ
効
果
的
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　こ
の
変
革
の
時
代
に
、二
元
代
表
制
の一翼
を
担
う
議
会
と
し
て

の
責
務
と
役
割
を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の一層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、本
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
願
い
ま
す
と
と

も
に
、議
員一同
、町
民
皆
様
の
ご
健
勝
、ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

本年もよろしくお願いいたします

大郷町議会議長
いし かわ よし ひこ

石  川  良  彦

創
造
的
・

効
果
的
施
策
の
推
進
を

創
造
的
・

効
果
的
施
策
の
推
進
を定例会年間予定表
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令和6年2月１日

定例会

町花：つつじ

定例会

12月 3月

6月9月
町花：つつじNO.213NO.213

裏表紙に関連記事があります

　
会
員
12
名
で
活
動
を
始
め
て
５
年

目
。
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
用
い
て
、

季
節
に
合
わ
せ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
お

正
月
・
ひ
な
祭
り
・
鯉
の
ぼ
り
・
干

支
な
ど
を
創
作
し
て
い
ま
す
。
作
品

は
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
物
産
館
」
で
、

展
示
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
見
本
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
作

る
こ
と
で
、
出
来
上
が
り
が
大

変
楽
し
み
で
す
。

・
月
２
回
の
集
ま
り
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

・
手
を
動
か
す
こ
と
、
ま
た
材
料

を
使
う
の
に
簡
単
な
計
算
を
す

る
の
で
、
認
知
症
予
防
対
策
に

な
り
ま
す
。

材
料
代　
　
　    
７
０
０
円

会　
費
（
月
）　
１
４
０
０
円

　
第
１
、
第
３
土
曜
日
10
時
〜
12
時

物
産
館
２
階
和
室
に
て
開
催
。

※

農
繁
期
、
雨
季
な
ど
に
は
、
日
時
・

場
所
の
変
更
が
あ
る
た
め
、
参

加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
創
作
を
通
し
て

人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
。

　
全
員
が
女
性
な
の
で
、
男
性
・
親

子
の
会
員
募
集
中
。

趣味の会「フレンズ　ママ」

指導者

千葉　　恵さん
めぐみち 　ば

指導者

（山崎） （山崎）
武田  しづ子さん
たけ だ

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

　創
作
の
魅
力
は
？

活
動
内
容

町
へ
の
要
望

今
後
の
目
標想

い
を
こ
め
て 　

夏
の
暑
さ
を
厳
し
く
感
じ

て
い
た
ら
、
一
気
に
気
温
が

下
が
り
冬
が
到
来
。

　
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
８

月
に
議
会
議
員
の
選
挙
が
執

り
行
わ
れ
た
。
定
数
２
名
減

の
12
名
体
制
と
な
り
、
８
名

の
新
議
員
が
誕
生
。
常
任
委

員
会
・
種
々
の
特
別
委
員
会
・

行
事
な
ど
に
参
加
し
、
元
気

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
さ
て
、
働
き
方
改
革
関
連

法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
ド

ラ
イ
バ―

不
足
な
ど
様
々
な

問
題
が
出
て
く
る
。
ま
た
次

の
年
に
は
、
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
行
政
の
課
題
も
多

く
な
る
。

　
議
会
は
、
与
え
ら
れ
た
役

割
を
全
う
し
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
全
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　
　
　

石
垣　
正
博

　ライブ中継と録画を動画サイト「YouTube
（ユーチューブ）」にて配信しています。
　右記のQRコードよりご覧いただけます。

午前 10時～
3月4日（月）から3月19日（火）まで

次回定例会

・
物
産
館
の
階
段
の
段
差
が
高
く
、

上
る
の
に
大
変
。
特
に
材
料
な

ど
を
運
ぶ
の
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
欲
し
い
（
現
在
使
え
な
い
）。

・
道
の
駅
駐
車
場
の
動
線
が
分
か

り
に
く
く
危
険
な
の
で
、
改
善

し
て
ほ
し
い
。

クラフトテープ創作

編
集
後
記

（
趣
味
の
会
「
フ
レ
ン
ズ

　マ
マ
」）

（
趣
味
の
会
「
フ
レ
ン
ズ

　マ
マ
」）

　
２
１
２
号
に
掲
載
し
た
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
を
訂
正
し
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
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　※

敬
称
略

正　
農
業
委
員
会
委
員

　
　
赤
間　
輝
行
（
長
崎
）

　
　
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
千
坂　
卓
俊

ま

あ
か

て
る
ゆ
き

さ
か

ち

た
か
と
し

お
詫
び

広報広聴常任委員会
委 員 長　　高橋　重信
副委員長　　石垣　正博
委　　員　　鎌田　暁史
　　　　　　鈴木　利博
　　　　　　赤間　則幸
　　　　　　金須　新一




